
 

「消費税を上げないこと」が、最善の景気対策です。 
消費税増税は、リストラを加速させ、景気を冷やし、経済を悪化させます。 

そして、財政が立ちゆかなくなるとさらなる国民負担増・社会保障の切捨てが待っています。 

際限なき悪循環を国民の審判で断ち切り、増税中止できる国会をつくりましょう!!  

 

消費税を増税すれば… 

○1997 年の税率 5％への引き上げ時の景気悪化を再び繰り返すことになります。 

○地域経済を下支え・牽引する中小企業の経営が悪化し、失業が増えます。 

○消費税はリストラ促進税。大企業は正社員を減らし、非正規雇用を増やして経費を節減。 

＊消費税以外も復興増税、子ども手当減額、医療・年金・介護保険料引き上げと負担増が…。 

 

今、必要なのは、国民の懐を直接温める景気回復施策で、増税ではありません。 

増税でひと月分の収入が消える  

… これでは景気回復が遠のく一方です。 
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そもそも税金は能力に応じて支払う

のが憲法の原則。庶民の負担は軽く、大

企業・高額所得者に応分の負担を求め、

税金の無駄遣いを見直しましょう。 
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